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要項 競技規則 

 

 ２０２４年度日本陸上競技連盟競技規則および、競技会における広告および展示物規程、並びに本

大会申し合わせ事項による。 

 

（１）ハードルの高さとインターバル 

カテゴリ 種目 高さ インターバル 

Ｕ１６ 男子１１０ｍＨ ０.９９１ｍ ９.１４ｍ 

女子１００ｍＨ ０.７６２ｍ ８.５０ｍ 

Ｕ１８ 男子１１０ｍＨ ０.９９１ｍ ９.１４ｍ 

女子１００ｍＨ ０.７６２ｍ ８.５０ｍ 

Ｕ１８ 男子３００ｍＨ ０.９１４ｍ ３５ｍ 

女子３００ｍＨ ０.７６２ｍ ３５ｍ 

 

（２）投てき物の重さ 

カテゴリ 種目 男子 女子 

重量 重量 

Ｕ１６ 砲丸投 ５.０００ｋｇ ２.７２１ｋｇ 

ジャベリックスロー ３００ｇ ３００ｇ 

円盤投 １.５００ｋｇ １.０００ｋｇ 

Ｕ１８ 砲丸投 ６.０００ｋｇ ４.０００ｋｇ 

円盤投 １.７５０ｋｇ １.０００ｋｇ 

ハンマー投 ６.０００ｋｇ ４.０００ｋｇ 

やり投 ８００ｇ ６００ｇ 

 

（３）フィールド種目の試技数と試技時間 

走幅跳、三段跳、砲丸投、円盤投、ハンマー投、やり投、ジャベリックスローは、全ての競技

者に ３回の試技が与えられる。試技 ３ 回終了時点の上位 ８名には、さらに ３回の試技が与

えられる。 

 

走高跳・棒高跳は、連続する ３ 回の失敗試技で、競技終了とする。 

   

〇試技時間について 

走幅跳・三段跳・投てき種目は 45 秒とする。 

走高跳・棒高跳は 60 秒とする。 

 

（４）１５０ｍ のスタート地点は ３００ｍＨ の ４ 台目の位置とする。 

 

（５）Ｕ１６ 男・女 １００ｍ、１５０ｍ、１１０ｍＨ／１００ｍＨ、Ｕ１８ 男・女 １００ｍ、 

３００ｍ、１１０ｍＨ／１００ｍＨ、３００ｍＨは予選の上位 ８名でＡ決勝を行い、上位 

９～１６ 名でＢ決勝を行う。なお、Ｂ決勝の記録がＡ決勝の記録を上回っても表彰の対象に 

はならない。 

 

（６）ジャベリックスローについて 

１）市販されている、やり投げ練習器具を使用する。 

２）本競技会では「ターボジャブ VII」を使用予定。なお、大会では主催者が用意した器具 

を使用する。 

３）投法はやり投競技に準ずるが、距離の測定は器具が地面に最初に触れた地点から計測 

する。複数面が同時に着地した場合は最短距離を計測する。 


